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≪み手のなかで≫

変えられてきたこと

執事　中村　淳

　
昨
年
末
、
見
知
ら
ぬ
女
性
か
ら
教
会
に
電
話
が

あ
り
、
毎
日
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
に
来
て
い
る
○
さ

ん
が
し
ば
ら
く
来
な
い
、
○
さ
ん
に
何
か
あ
っ
た

ら
こ
こ
へ
電
話
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で

電
話
し
た
、
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
再
び
電
話
が
あ
り
、
○
さ

ん
が
街
中
で
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し

て
緊
急
入
院
し
て
い
た
、
と
聞
か

さ
れ
た
。
○
さ
ん
は
出
会
っ
て
か

ら
５
年
く
ら
い
に
な
る
元
野
宿
者

で
あ
る
。
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
何
と
な
く
気
が
合
い
、
お
付

合
い
が
続
き
、
高
齢
で
は
あ
る
が

生
活
保
護
で
ア
パ
ー
ト
で
の
自
立

生
活
に
成
功
し
た
。

　
20
代
の
頃
の
私
は
野
宿
者
の
人

達
が
大
嫌
い
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
人

た
ち
だ
と
思
い
、
彼
ら
の
生
活
態
度
、
異
臭
、
怖

さ
に
彼
ら
か
ら
目
を
そ
む
け
て
通
り
過
ぎ
る
一
人

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
30
代
に
な
っ
て
様
々
な
要

因
で
母
教
会
へ
ま
じ
め
に
通
う
よ
う
に
な
り
変
化

し
始
め
た
。
路
上
の
人
た
ち
を
見
る
目
が
変
わ

り
、
気
の
毒
と
感
じ
、
守
る
べ
き
対
象
と
感
じ
始

め
た
。
さ
ら
に
40
代
に
な
っ
て
会
社
を
退

職
し
、
自
分
の
不
安
定
な
生
活
の
中
で
、

彼
ら
と
私
は
何
も
変
わ
ら
な
い
、
と
感
じ

た
。
自
ら
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
自
分

の
感
覚
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
今
、
何
か
あ
っ
た
ら
こ
こ
へ
電

話
し
て
、
と
言
わ
れ
る
関
係
が
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
る
。
普
段
は
会

う
こ
と
も
少
な
い
が
「
何
か
あ
っ
た
」
時

に
思
い
出
せ
る
関
係
性
に
感
謝
す
る
。
神

さ
ま
の
み
手
の
中
で
私
自
身
が
変
え
ら

れ
、
○
さ
ん
も
変
え
ら
れ
、
出
会
い
が
育
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
す
る
。

（
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会
牧
師
補
）
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３１（日）顕現後第４主日

下町Ｇ教会協議会（神田）

被献日前の光の礼拝

（主教座）

２月

　２（火）被献日

　３（水）エルサレム教区協働委員会

　４（木）下町Ｇ牧師協議会

　６（土）エルサレム協働準備会３

　７（日）顕現後第５主日

　９（火）銀座朝祷会

人権委員会（聖バルナバ）

１１（木）日本聖公会組織成立記念日

１２（金）主教座聖堂活動委員会

広報委員会

１３（土）人権：日の丸・君が代「祈

りの会」（聖バルナバ）

今週・来週 の 予 定

　１月３１日～２月１３日

◇
２
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
「
信
教
の
自
由
」
を
抑
圧
さ
れ
て

い
る
人
々
の
た
め
（
２
・
11
に
近
い

主
日
）
▽
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発

の
日
（
大
斎
節
前
主
日
の
１
週

前
）
▽
東
京
教
区
神
学
生
の
た
め

（
大
斎
節
第
１
主
日
）
▽
聖
公
会
生

野
セ
ン
タ
ー
た
め
（
３
・
１
に
近
い

主
日
）
▽
ぶ
ど
う
の
い
え
の
た
め

▽
平
和
を
実
現
す
る
キ
リ
ス
ト
者

ネ
ッ
ト
の
働
き
の
た
め
▽
聖
公
会

平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め

◆
と
こ
し
え
の
平
安

１
月
３
日
　
石
黒
　
直
彦
（
70
）

　
聖
バ
ル
ナ
バ

１
月
７
日
　
安
済
　
幸
子
（
91
）

　
聖
愛

１
月
14
日
　
町
田
　
　
麻
（
96)

　
聖
十
字

１
月
14
日
　
岡
田
　
菊
枝
（
95
）
　

　
聖
愛

１
月
20
日
　
野
中
八
重
子
（
87
）

　
聖
ア
ン
デ
レ

１
月
21
日
　
名
和
田
　
宏
（
84
）

　
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

　
▽
銀
座
朝
祷
会
　（
第
２
・
４
火

曜
） 

２
月
９
日
　
・
23
日
７
時
半
、

喫
茶
室
ル
ノ
ア
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
銀

座
。
お
話
＝
未
定
。
照
会
℡
０
４
２

（
７
９
６
）
１
４
９
８
・
世
話
人
。

　
▽
西
新
の
会
　（
第
２
・
４
火
曜
）

　
２
月
９
日
19
時
半
＝
聖
餐
式(

高

橋
顕
司
祭)

　
・
23
日
10
時
半
＝
聖

書
の
学
び
（
関
正
勝
司
祭
）
　
会
場

＝
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
。照
会

℡
03
（
３
９
５
１
）
５
０
１
０
・
目

白
聖
公
会
。

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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《
今
、
こ
の
教
会
で
は･

･･

》

　
　
　
　
　
　
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会

　
世
間
に
押
し
寄
せ
る
少
子
・
高
齢

化
の
波
。
ど
の
教
会
で
も
案
じ
ら
れ

て
い
る
こ
の
問
題
。
神
田
で
は
最
近

平
均
年
齢
が
下
が
る
と
い
う
現
象
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
秋
頃
か

ら
20
代
が
主
日
礼
拝
に
見
え
始
め
る

よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
を
持
つ
親
子

が
洗
礼
・
堅
信
を
受
け
ら
れ
、
今
春

に
は
赤
ち
ゃ
ん
が
与
え
ら
れ
る
喜
ば

し
い
こ
と
が
続
い
て
い
ま
す
。
元
々
、

秋
葉
原
と
い
う
若
者
の
多
い
街
に
位

置
す
る
教
会
。
秋
の
バ
ザ
ー
に
は
ガ

ン
ダ
ム
を
出
品
し
呼
び
物
と
す
る
な

ど
、
与
え
ら
れ
た
タ
ラ
ン
ト
を
活
か

し
、
よ
り
一
層
幅
広
い
年
齢
層
の
人

が
集
ま
る
下
町
・
神
田
の
イ
メ
ー
ジ

に
ふ
さ
わ
し
い
、
益
々
活
気
あ
る
教

会
に
し
て
い
き
た
い
。
（
沖
田
直
哉
）

　

　
植
田
仁
太
郎
主
教
は
１
月
16
日
か
ら
、
都
内
の
病
院
に
入
院
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
幸
い
経
過
は
順
調
で
す
が
、
し
ば
ら
く
の
間
、
静
養
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
公
務
復
帰
ま
で
時
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
面
の
間
、
日
本
聖
公

会
法
規
第
９
条
１
項
に
基
づ
き
教
区
主
教
の
仕
事
を
管
理
主
教
体
制
で
お
こ
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
管
理
主
教
に
は
隣
接
教
区
の
北
関
東
教
区
主
教
・
廣
田
勝

一
師
父
が
１
月
20
日
付
で
植
田
主
教
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
（
常
置
委
員
会
）

◇
新
司
祭
誕
生

　
昨
日
１
月
30
日
（
土
）
に
主
教
座

聖
堂
で
廣
田
勝
一
管
理
主
教
の
司
式

に
よ
り
聖
職
按
手
式
が
行
わ
れ
、
卓

志
雄
（
タ
ク
・
ジ
ウ
ン
）
師
が
司
祭

に
叙
任
さ
れ
た
。
〔
次
号
で
詳
報
〕

◇
教
区
教
役
者
会
10
年
度
幹
事
（
50

音
順
）
　
倉
澤
一
太
郎
聖
職
候
補

生
・
佐
久
間
恵
子
執
事
・
下
条
知
加

子
聖
職
候
補
生
・
須
賀
義
和
司
祭

(

長)

・
塚
田
重
太
郎
聖
職
候
補
生
。

教
役
者
聖
餐
式
＝
３
月
ま
で
は
第
４

水
曜
日
に
。

　
▽
小
冊
子
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

教
会
に
向
け
て<

加
害
者
・
被
害
者

に
な
ら
な
い
た
め
に>

　
東
京
教
区

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
か
ら
刊

行
さ
れ
、
「
ご
一
読
を
…
」
と
の
案

内
と
と
も
に
配
布
さ
れ
て
い
る
（
２

月
中
に
関
連
記
事
掲
載
予
定
）
。

　
▽
２
月
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂

《
夕
の
祈
り
》
　
３
日
（
水
）
18
時

半
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
引
き
続
き
19
時

か
ら
。
演
奏
者
＝
岡
本
桃
子
。
入
場

無
料
（
会
場
献
金
）
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
37

　
月
島
の
将
来
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

　
銀
座
か
ら
車
で
10
分
も
か
か
ら
な

い
、
い
わ
ば
東
京
の
ど
真
ん
中
「
月

島
」
に
、
教
会
（
礼
拝
堂
）
は
一
つ

も
な
い
。
し
か
も
高
層
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
、
ま
る
で
筍
の
よ
う
に
ニ
ョ
キ

ニ
ョ
キ
と
増
え
、
人
口
は
急
激
に
増

加
し
続
け
て
い
る
。

　
そ
の
地
に
月
島
聖
公
会
が
施
療

所
、
幼
稚
園
、
保
育
園
を
建
て
て
宣

教
奉
仕
の
働
き
を
始
め
て
一
世
紀
。

今
、
東
京
教
区
は
、
こ
こ
が
宣
教
の

新
た
な
拠
点
に
な
り
う
る
と
判
断

し
、
１
・
２
階
の
保
育
園
と
３
階
の

教
会
・
牧
師
館
を
合
築
す
る
話
が
進

ん
で
い
る
。

　
月
島
聖
公
会
は
、
戦
後
一
貫
し
て

教
会
と
保
育
園
が
車
の
両
輪
の
よ
う

に
共
に
働
い
て
き
た
の
で
、
今
後
も

子
ど
も
に
焦
点
を
絞
っ
た
働
き
を
大

切
に
し
た
い
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

こ
れ
ま
で
教
会
を
形
成
し
て
き
た
信

徒
を
中
心
に
、
礼
拝
と
み
言
葉
の
学

び
を
深
め
な
が
ら
、
保
育
園
事
業
を

側
面
か
ら
支
え
、
さ
ら
に
は
卒
園
生

や
そ
の
親
と
の
交
わ
り
の
場
を
教
会

内
に
創
り
、｢

沖
縄
子
ど
も
平
和
の

旅｣

、
「
日
韓
子
ど
も
平
和
交

流
」
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
珊
瑚
礁
の

島
に
於
け
る
植
林
、
子
ど
も
キ
ャ
ン

プ
」
な
ど
を
教
区
レ
ベ
ル
で
企
画

し
、
実
行
す
る
。

　
そ
の
準
備
段
階
で
の
学
習
や
、
実
施

の
た
め
の
様
々
な
事
柄
は
、
教
区
内
の

多
く
の
方
々
の
協
力
を
仰
が
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
過
程
の
中
で
、
大
学
生
や

熟
年
パ
ワ
ー
が
加
わ
っ
て
下
さ
る
よ
う

呼
び
か
け
た
い
。
私
た
ち
の
力
点
は
、

子
ど
も
に
あ
る
。
し
か
し
子
ど
も
だ

け
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。
上
記

の
平
和
交
流
や
植
林
キ
ャ
ン
プ
は
、

大
学
生
レ
ベ
ル
の
企
画
に
拡
げ
れ

ば
、
多
く
の
若
者
が
教
会
に
集
う
こ

と
に
な
る
。
彼
ら
の
中
の
数
％
は
、

教
会
の
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
成
長
し

て
く
れ
る
よ
う
祈
り
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
月
島
聖
公
会
は
、

開
か
れ
た
教
会
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

教
会
に
集
わ
な
か
っ
た
信
徒
の
子
弟

や
、
教
会
と
無
関
係
で
あ
っ
た
層
の

子
ど
も
、
若
者
、
地
域
の
人
々
に
仕

え
る
教
会
に
成
長
し
た
い
。
そ
れ
が

月
島
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
新
し

い
聖
堂
・
牧
師
館
が
、
そ
の
よ
う
な

働
き
に
用
い
ら
れ
る
な
ら
ば
幸
い
で

あ
る
。

月
島
聖
公
会
管
理
牧
師
　
　
　

司
祭 

　
神 

﨑 

雄 

二


